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リと堆積物の試料採取を行った。底生生物は１点/20ha

になるように調査地点を設定し，グラブ型採泥器を用い

て各点で 2 回ずつ 0.05㎡，深さ 0.2ｍで底質を採取し，2

mm 目合のフルイに残ったものからアサリを採取し，殻

長，殻幅，殻高，湿重量，軟体部重量を計測した。さら

に軟体部はパラフィン包埋処理を行い，組織切片作成後，

松本ら（2014）の手法を用いて成熟度判定を行った。ま

た，堆積物は表層約 2cmを採取し，乾燥粉砕後，中央粒

径と強熱減量を計測した。以上の調査を 2017 年 6 月より

2018 年 2 月まで隔月実施した。 

 

結果および考察 

１ 浮遊幼生の分布調査 

伊勢湾奥部の表層におけるアサリ浮遊幼生密度の分布

の変化を図 3 に示す。湾奥部（名古屋港～津）の浮遊幼

生密度のピークは 7月下旬に確認でき，名古屋港内は最

大で 306 個/㎥であった。また 10 月には松阪周辺で 264

個/㎥，11 月には伊勢および常滑周辺域でそれぞれ最大

で 226 個/㎥，128個/㎥の比較的高密度の浮遊幼生が確認

できた。12 月は湾奥部で比較的小さなピーク 33個/㎥で

あった。7 月は主に産卵後約 1週間程度のアンボ期，10，

11，12 月は産卵初期の D 型の浮遊幼生であった。また，

後述する名古屋港と伊勢沖の母貝場調査で採取されたア

サリ成貝の肥満度の変化と浮遊幼生密度との関係を図 4

に，各海域の成貝の成熟度の変化を図 5 に示した。湾奥

部の7月と伊勢沖の11月の浮遊幼生密度の増加の前後に

おいて，アサリ成貝の肥満度の低下が確認でき，併せて

生殖細胞の成熟から退行が確認できたことから，周辺域

のアサリ成貝が産卵していることが推測された。 

２ 母貝場・稚貝場におけるアサリ分布状況調査 

アサリ密度は、湾奥部の港湾区域では，木曽三川河口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

域から名古屋港内でアサリの成育が確認でき，最大密度

は 12,120 個/㎡であった。木曽三川河口域では，潮間帯

から最大水深 10m のエリアで主に殻長 20 ㍉以下の稚貝

が，名古屋港内では貧酸素水塊の影響を受けない水深 5

m以浅のエリアに殻長 20㍉以下の稚貝と 20㍉以上の成

貝共に確認できた。2017 年に来襲した台風 18，21 号の

出水の前後で，木曽三川河口域の稚貝は減少したが，名

古屋港内の水深 5m 以浅のアサリは，出水や貧酸素の解

消後も大きく減少することなく生残成長した。調査範囲

内の推定資源量は 2017 年 6，8，10，12 月にそれぞれ約

168，1205，1640，1012 ㌧であった（ただし，初回調査

6 月は調査地点の配置が 8 月以降とは異なったため，資

源量が過小評価になっている可能性がある）。一方伊勢

沖では，宮川河口域において殻長 20 ㍉以下の稚貝が，

村松大淀地先の水深 5m以浅の浅海域において殻長 20㍉

以上の成貝の生息が確認できたが，5m 以深の深場での

生育はほとんど確認できなかった。また宮川河口域の稚

貝は，10 月以降激減し，12 月にはほとんど見られなく

なった。調査範囲内の推定資源量は 2017 年 6，8，10，1

2 月にそれぞれ約 144，334，206，13 ㌧となり，台風の

出水の影響で伊勢沖の資源量は激減した。 

以上より，木曽三川河口域と宮川河口域は，大量の稚

貝が発生する稚貝場である可能性が推測された。また，

名古屋港内のアサリ資源は，通年安定して約 1,000 ㌧規

模の資源量が維持されており，それらの産卵によって伊

勢湾中南部へ浮遊幼生を供給する母貝場となっている

ことが推測された。 

ただし，本調査は単年度の調査であることから，今後

稚貝や成貝の分布調査を継続して行ことが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


